
 令和 3年度第 8回資料小展示                            2021．11/27(土)～12/26(日) 

                                                  （休館：月曜，祝日） 

毛利元就の自筆書状 
  

毛利元就（1497～1571）は，安芸国高田郡吉田（現，広島県安芸高田市）を本拠と

した戦国大名です。一代で，安芸国の山間部の一国人領主に過ぎなかった毛利家を，中国地方

８ヶ国を支配する大大名に押し上げます。萩藩の藩祖であり，毛利家中興の祖ともいえる人物で

す。本年は，ちょうど元就没後 450 年にあたります。 

今回の展示では，当館所蔵史料の中から，毛利元就の自筆書状を紹介します。書は人となり

を表すと言われます。元就の筆跡から，元就とはどんな人だったのかについて，あれこれ想像をめぐら

すのも面白いかもしれません。 

 

 

 

 

 

 
 

 

【展示リスト】                                             ※途中で展示替をします。 

番号 史 料 名 請求番号 11/27～12/7 12/8～17 12/18～26 

①  毛利元就自筆書状  複写資料275(3) ○      

②  毛利元就自筆書状 複写資料140  ○  

③  毛利元就自筆書状 複写資料424   ○ 

                

 

 

毛利元就自筆書状の特徴 

① 日付がない 

② 花押を据えていない 

③ 身内あてが多い 

④ 行間が狭い 

⑤ 繰り返し記号を多用 

※もちろん例外はあり。筆跡その他も加味して総合的に判断！ 

 

  

毛利元就肖像（軸物類 170） 



山口県文書館 令和３年度第８回資料小展示解説 史料① 

   

①  

毛
利
元
就
自
筆
書
状 

縦
27
・
0
、
横
37
・
５
㎝ 

 

楮
紙 

 

右
田
毛
利
家
文
書 

 

（
平
佐
就
之
） 

又
、
源
七
郎
所
迄
も
御
状
御
懇
之
至
候
、 

（
石
見
国
邑
智
郡
） 

追
而
御
状
拝
見
候
、
日
和
之
儀
、 

 

幾
度
申
候
而
も
可
然
明
隙
候

〱
、 

 

此
上
之
儀
み
な

〱
申
談
、
軈
而
可 

 

申
入
候
、
其
内
御
出
張
之
事
者
、 

 

先
あ
る
ま
し
く
候

〱
、 

 

国
衆
無
油
断
様
被
仰
遣
候
而
、
一 

 

左
右
可
被
相
待
候

〱
、
毎
時 
 

重
畳
可
申
承
候
、 

 

か
し
く
、 

（
捻
封
ウ
ハ
書
）  

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

右
馬 

 
（
墨
引
）
隆
元
ま
い
る
御
返
事 

元
就
」 

 
 【

大
意
】 

手
紙
は
拝
見
し
た
。
日
和
（
現
、
島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
）
に
つ
い
て
は
何
度
申
し
て
も
時
間
が
で
き
て 

か
ら
で
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
皆
で
相
談
の
上
、
そ
ち
ら
へ
言
う
つ
も
り
だ
。
軍
勢
を
出
す 

 

よ
う
な
事
態
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
有
力
な
領
主
た
ち
に
油
断
し
な
い
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
知
ら 

せ
を
待
た
れ
る
べ
き
だ
。
い
つ
で
も
繰
り
返
し
お
話
を
う
か
が
う
つ
も
り
だ
。（
追
伸
）
平
佐
就
之
の
所
へ 

 

も
手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
は
御
丁
寧
な
こ
と
だ
。 

【
解
説
】 

毛
利
元
就
（
一
四
九
七
～
一
五
七
一
）
が
、
息

子
で
毛
利
家
当
主
で
あ
る
隆
元
（
一
五
二
三
～

六
三
）
に
宛
て
て
、
石
見
国
日
和
（
現
、
島
根

県
邑
智
郡
邑
南
町
）
の
件
に
つ
い
て
考
え
を
述

べ
た
文
書
。
典
型
的
な
自
筆
書
状
で
あ
る
た

め
、
花
押
も
日
付
も
欠
く
が
、
毛
利
氏
が
石
見

へ
本
格
的
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
く
天
文
末

年
か
ら
隆
元
が
没
す
る
永
禄
六
年
ま
で
の
時

期
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、

日
和
は
石
見
有
力
国
人
の
福
屋
隆
兼
の
勢
力

下
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
日
和
之
儀
」

と
は
日
和
に
関
わ
る
福
屋
氏
と
の
何
ら
か
の

や
り
と
り
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。 

 



山口県文書館 令和３年度第８回資料小展示解説 史料② 

② 

毛
利
元
就
自
筆
書
状 

縦
25
・
3
、
横
40
・
8
㎝ 

 

楮
紙 

 

宍
戸
家
文
書 

（
石
見
国
邇
摩
郡
） 

御
状
拝
見
候
、
於
銀
山
通
路 

（
尼
子
氏
） 

雲
州
衆
被
及
合
戦
被
追
崩
、 

 
 

被 

剰
敵
討
取
頸
持
せ
給
候
、 

 

誠
大
慶
此
事
候

〱
、 

 

手
初
之
儀
肝
心
候
、
喜
悦 

 

此
事
候
、
更
不
及
言
語
候
、 

 

御
内
衆
御
動
無
比
類
事
候
、  

其
故
如
此
大
利
ニ
成
行
事
候
、 

 

不
及
申
候
、
唯
今
従
是
も 

 

以
使
者
申
候
間
、
不
能
一
二
候
、 

 

恐
々
謹
言
、 

（
弘
治
二
年
） 

五
月
廿
一
日 

 
 

元
就
（
花
押
） 

（
宍
戸
） 

隆
家 

（
口
羽
通
良
） 

刑
太 

（
吉
川
） 

元
春 

 
 
 

御
返
報 

 【
大
意
】 

手
紙
は
拝
見
し
た
。
石
見
銀
山
（
現
、
島
根
県
大
田
市
）
の
通
路
で
尼
子
方
と
合
戦
を
し
て
追
い 

散
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
敵
を
討
ち
取
り
、
そ
の
首
を
使
者
に
持
た
せ
ら
れ
た
。
誠
に
こ
の
上
な 

く
め
で
た
い
こ
と
だ
。
最
初
が
肝
心
な
の
で
言
葉
に
な
ら
な
い
く
ら
い
喜
ば
し
い
。
御
家
来
の
働 

き
は
比
べ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
な
の
で
、
大
勝
利
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
か
ら
も
使
者
を 

送
る
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
省
く
。 

【
解
説
】 

毛
利
元
就
（
一
四
九
七
～
一
五
七
一
）
が
、
宍

戸
隆
家
（
娘
婿
）・
口
羽
通
良
（
一
門
・
重
臣
）・

吉
川
元
春
（
次
男
、
一
五
三
〇
～
八
六
）
に
宛

て
て
、
石
見
銀
山
（
現
、
島
根
県
大
田
市
）
の

争
奪
戦
で
勝
利
し
た
こ
と
を
褒
め
た
文
書
。

自
筆
書
状
な
が
ら
、
花
押
も
日
付
も
書
い
て

あ
る
の
は
、
元
就
と
宍
戸
ら
が
離
れ
た
場
所

に
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 



山口県文書館 令和３年度第８回資料小展示解説 史料③ 

              

③ 

毛
利
元
就
自
筆
書
状 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

楮
紙 

 

阿
川
毛
利
家
文
書 

 

（
歳
） 

と
し
の
暮
の
御
よ
ろ
こ
ひ 

（
破
魔
）
（
二
手
） 

め
て
た
く
候
、
は
ま
に
て
ま 

 
 
 

い
ら
せ
候
、
御
よ
ろ
こ
び
は
か
り
に
て 

 

こ
そ
候
へ
、
此
は
る
は
御 

 

め
に
か
ゝ
り
候
へ
く
候
、
め
て 

 

た
く
又
々 

 

か
し
く
、 

 （
第
二
紙
切
封
ウ
ハ
書
） 

「   

（
墨
引
）    

  

よ
り 

     

（
仁
保
元
棟
、
繁
澤
元
氏
） 

み
や
松
□
ま
い
る 

ち
い 

申
給
へ 

 
    

」 
 【

大
意
】 

無
事
に
年
の
暮
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
め
で
た
い
こ
と
だ
。
お
祝
い
と
し
て
破
魔
矢
を
二
組
贈
る
。
年
が
明
け
た

ら
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 【
解
説
】 

毛
利
元
就
（
一
四
九
七
～
一
五
七
一
）
が
、
孫
の
み
や
松
（
吉
川
元
春
次
男
。
仁
保
元
棟
、
の
ち
繁
沢
元
氏
。
一
五
五

 

六
～
一
六
三
一
）
に
お
祝
い
と
し
て
破
魔
矢
を
二
組
贈
り
、
来
春
（
正
月
）
に
は
会
お
う
と
伝
え
た
も
の
。
「
ち
い

 

（
爺
）
」
と
署
名
し
た
自
筆
の
手
紙
。 

 

（
第
一
紙
）
縦
29
・
5
、
横
40
・
8
㎝ 

（
第
二
紙
）
縦
29
・
5
、
横
40
・
8
㎝ 
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